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町 
か 

ら 

の 

お 

知 

ら 

せ

脱
メ
タ
ボ
の
標
語
優
秀
作
品
を
紹
介
し
ま
す

■
町
民
課
か
ら

写真前列左から藤井さん、清水町長、橋本さん、
後列左から吉田さん、山下さん、亀岡さん

「
ふ
る
さ
と
愛
媛
学
調
査
研
究
報
告
書
」
が

完
成
し
ま
し
た

■
生
涯
学
習
課
か
ら

　
住
民
の
皆
様
に
特
定
健
診
の
受

診
や
健
康
へ
の
意
識
を
深
め
て
い

た
だ
き
、
健
康
な
身
体
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
平
成
25
年
度
に
「
脱
メ

タ
ボ
」
と
題
し
て
の
標
語
募
集
を

行
い
ま
し
た
。

　
総
数
57
点
の
応
募
が
あ
り
、
愛

南
町
の
特
定
健
診
啓
発
に
ふ
さ
わ

し
い
５
作
品
を
選
定
し
ま
し
た
の

で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
町
で
は
、
こ
の
５
作
品
の
懸
垂
幕
・

横
断
幕
を
作
製
し
、
役
場
本
庁
や
各

支
所
に
掲
示
し
て
生
活
習
慣
病
等
の
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「
ふ
る
さ
と
愛
媛
学
」
は
、
地
域

文
化
を
次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
、

地
域
住
民
と
自
治
体
が
協
働
し
て

地
域
の
生
活
や
文
化
・
産
業
な
ど
を

調
べ
、
「
ふ
る
さ
と
ら
し
さ
」
を
発

見
・
再
確
認
す
る
活
動
で
す
。

　
愛
南
町
で
も
調
査
・
研
究
を
行
い
、

こ
の
ほ
ど
報
告
書
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
ご
入
用
の
方
は
生
涯
学
習
課(

℡

７
３
―

１
１
１
１)

ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【内容】

第１章　昭和の町並みをたどる

　　　　柏・中浦・城辺商店街・一本松・船越

第２章　ふるさとの山の恵みと海の恵み

　　　　柑橘栽培に生きる・炭焼きの仕事とくらし・海の恵みをいかす

第３章　人々のくらしと交通

　　　　地域を支える国道56号・海で結ばれたくらし・由良半島の道路と

　　　　くらし

 

脱
メ
タ
ボ
　
あ
な
た
の
た
め
の
　
思
い
や
り
　
　
　  

吉
田
き
み（
福
　
浦
）

 

腹
八
分
　
習
慣
に
し
て
　
健
康
体
　
　
　
　
　
　
　  

藤
井
擴

ひ
ろ
む 

（
一
本
松
）

 

愛
南
の
　
食
で
や
さ
し
く
　
ダ
イ
エ
ッ
ト
　
　
　
　  

橋
本
百も

も

代よ

（
蓮
乗
寺
）

 

目
指
そ
う
元
気
な
町
づ
く
り
　
す
す
め
て
取
り
組
む
　
脱
メ
タ
ボ

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

亀
岡
和か

ず

子こ

（
平
　
碆
）

 

脱
メ
タ
ボ
　
夫
婦
で
仲
良
く
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
　  

山
下
美み

富ふ

子ね

（
中
　
浦
）

予
防
Ｐ
Ｒ
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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平
成
26
年
　
第
１
回
町
議
会
定
例
会

■
議
会
事
務
局
か
ら

視察研修の様子（写真上、11/21 世羅高原6次産業

ネットワーク、写真下、11/22 牡蠣の家 しおかぜ）

　
本
庁
議
場
で
平
成
26
年
第

１
回
町
議
会
定
例
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
本
議
会
で
は
、
専
決
処
分

の
報
告
が
１
議
案
、
愛
南
町
執
行
機

関
の
附
属
機
関
設
置
条
例
の
一
部
改

正
な
ど
条
例
の
一
部
改
正
が
15
議

案
、
工
事
請
負
契
約
の
変
更
が
３
議

案
、
平
成
25
年
度
一
般
会
計
及
び
各

特
別
会
計
補
正
予
算
が
11
議
案
、
平

成
26
年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会

計
当
初
予
算
が
11
議
案
、
事
業
契
約

の
変
更
が
１
議
案
、
水
道
事
業
の
経

営
変
更
が
１
議
案
、
町
道
路
線
認
定

が
２
議
案
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
の
変
更
が
１
議
案
、
合
計
46
議
案

を
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
請
願
第
２
号
「
ウ
イ
ル

ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す
る
医
療
費
助

成
の
拡
充
に
関
す
る
請
願
書
」
は
採

択
さ
れ
、
議
会
提
案
の
発
議
第
１
号

「
新
庁
舎
及
び
新
消
防
庁
舎
の
建
設

は
町
の
将
来
を
見
据
え
た
事
業
の
実

施
を
望
む
決
議
に
つ
い
て
」
、
発
議

第
２
号
「
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に

対
す
る
医
療
費
助
成
の
拡
充
を
求
め

る
意
見
書
に
つ
い
て
」
は
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
一
般
質
問
】

草
木
原
由
幸
議
員

①
僧
都
ウ
イ
ン
ド
シ
ス
テ
ム
発
電
事
業
に
つ
い
て

渡
邊
知
彦
議
員

①
風
力
発
電
と
自
然
破
壊
に
つ
い
て

西
口
孝
議
員

①「
建
国
記
念
の
日
」
奉
祝
大
会
案
内
パ
ン
フ
配
布
に

つ
い
て

②
伊
方
原
発
再
稼
働
中
止
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

◇
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　
　
所
管
事
務
調
査
報
告
◇

◎
「
６
次
産
業
化
に
つ
い
て
」

《
第
１
回
》

　
平
成
25
年
９
月
26
日（
木
）

　
担
当
課
か
ら
、
産
業
厚
生
常
任
委

員
会
資
料
に
基
づ
い
て
机
上
審
査
に

よ
り
説
明
を
受
け
、
そ
の
後
、「
宝
水

産
有
限
会
社
」
と
「
株
式
会
社
あ
い

な
ん
マ
ザ
ー
ズ
」
の
現
地
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

《
第
２
回
》

　
平
成
25
年
11
月
21
日（
木
）

〜
22
日（
金
）

　
積
極
的
に
６
次
産
業
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
事
例
や
手
法
を
研
究
す
る

こ
と
に
よ
り
、
本
町
の
産
業
振
興
へ

の
取
組
の
参
考
と
す
る
た
め
、
広
島

県
世
羅
郡
世
羅
町
（
世
羅
高
原
６
次

産
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
及
び
岡
山
県

瀬
戸
内
市
邑
久
町
（
牡
蠣
の
家 

し
お

か
ぜ
）
で
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し

た
。

《
第
３
回
》

　
平
成
26
年
１
月
30
日（
木
）

　
「
６
次
産
業
化
に
よ
る
産
業
振
興

に
つ
い
て
」
の
視
察
結
果
に
よ
る
意

見
等
の
取
り
ま
と
め
を
行
い
ま
し
た
。

﹇
調
査
結
果
﹈

　
愛
南
町
で
の
６
次
産
業
の
推
進

は
、
本
町
の
主
産
業
で
あ
る
第
１
次

産
業
の
活
性
化
や
、
雇
用
の
創
出
・

拡
大
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る

し
、
町
村
合
併
に
よ
り
空
家
と
な
っ

た
公
共
施
設
の
有
効
利
用
な
ど
を
視

野
に
入
れ
検
討
す
れ
ば
、
よ
り
一
層

活
性
化
が
図
れ
る
と
考
え
る
。
担
当

す
る
部
門
が
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
協

議
・
検
討
す
る
の
で
は
な
く
、
今
以

上
連
携
を
密

に
し
、
官
・

民

一

体

と

な
っ
た
６
次

産
業
化
に
よ

る
産
業
振
興

に
積
極
的
に

取
り
組
む
こ

と
を
強
く
希

望
す
る
。
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豊後大野市での行政視察

◎
「
平
成
25
年
度
発
注
工
事
の

　
　
　
　
　
進
捗
状
況
に
つ
い
て
」

　
平
成
26
年
１
月
30
日（
木)

　
担
当
課
か
ら
、
産
業
厚
生
常
任
委

員
会
資
料
に
基
づ
い
て
机
上
審
査
に

よ
り
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の

後
、
農
整
山
第
１
号
棚
田
地
域
等
保

全
整
備
工
事
（
山
出
地
区
）
、
Ｈ
25
御

荘
漁
港
港
整
備
交
付
金
工
事
（
分
割

の
２
）（
銭
坪
地
区
）
、
町
道
長
洲
線

道
路
改
良
工
事
（
長
洲
地
区
）
、
名
本

２
地
区
集
落
・
避
難
路
保
全
斜
面
地

震
対
策
工
事
（
名
本
２
地
区
）
の
現
地

調
査
を
行
い
、
帰
庁
後
取
り
ま
と
め

を
行
い
ま
し
た
。

﹇
調
査
結
果
﹈

　
今
回
は
農
林
課
、
水
産
課
、
建
設

課
を
対
象
と
し
て
、
平
成
25
年
度
発

注
工
事
の
中
で
１
千
万
円
以
上
の
工

事
を
対
象
に
審
査
し
、
そ
の
工
事
の

進
捗
状
況
を
調
査
し
た
。
調
査
し
た

工
事
に
つ
い
て
は
、
災
害
も
な
く
概

ね
良
好
に
工
事
が
進
ん
で
い
る
と
思

わ
れ
る
の
で
、
工
期
内
の
完
成
を
め

ざ
し
努
力
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
請

負
契
約
当
初
か
ら
繰
越
し
あ
り
き
の

工
事
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
工
事

を
進
め
る
中
で
、
ど
う
し
て
も
仕
方

な
く
繰
越
し
を
望
む
も
の
で
あ
れ
ば

理
解
で
き
る
が
、
そ
う
で
な
い
場

合
、
担
当
課
は
工
事
の
進
捗
が
図
れ

◇
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
　
所
管
事
務
調
査
報
告
◇

◎
「
合
併
10
周
年
の
検
証
に
つ
い
て
」

《
第
１
回
》

　
平
成
26
年
１
月
24
日（
金
）

   

担
当
課
か
ら
、
総
務
文
教
常
任
委

員
会
資
料
に
基
づ
い
て
机
上
審
査
に

よ
り
説
明
を
受
け
、
取
り
ま
と
め
を

行
い
ま
し
た
。

《
第
２
回
》

　
平
成
26
年
２
月
20
日（
木
）

〜
21
日（
金
）

　
愛
南
町
は
本
年
10
月
に
合
併
10
周

年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
が
、
特
に

財
政
状
況
か
ら
み
た
合
併
に
つ
い
て

検
証
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
、
新

消
防
庁
舎
や
新
庁
舎
建
設
と
い
っ
た

大
型
公
共
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
な

ど
を
踏
ま
え
、
先
進
地
で
あ
る
豊
後

大
野
市
を
視
察
し
、
具
体
的
な
事
例

等
を
参
考
と
す
る
た
め
に
視
察
研
修

を
実
施
し
ま
し
た
。

﹇
調
査
結
果
﹈

　
新
町
財
政
計
画
の
検
証
に
つ
い
て

は
、
同
計
画
が
合
併
前
の
５
町
村

の
決
算
額
や
中
長
期
財
政
計
画
等
を

も
と
に
試
算
し
た
も
の
で
あ
り
、
各

種
制
度
の
改
正
や
社
会
情
勢
の
変
化

等
、
読
み
切
れ
な
い
部
分
も
多
々
あ

る
た
め
、
そ
の
精
度
に
つ
い
て
検
証

す
る
こ
と
の
判
断
は
非
常
に
難
し
い

と
考
え
る
。
し
か
し
、
合
併
後
の
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
た
新
町
建
設
計
画

は
、
合
併
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ

る
合
併
特
例
債
を
最
大
限
活
用
し
、

事
業
展
開
を
し
て
い
く
計
画
で
な
け

れ
ば
住
民
に
納
得
し
て
も
ら
う
こ
と

も
で
き
な
か
っ
た
と
思
う
。
ま
た
、

合
併
後
の
実
際
の
財
政
運
営
を
す
る

中
で
、
将
来
の
財
政
負
担
を
第
一
に

考
え
た
場
合
に
、
新
町
建
設
計
画
の

各
種
計
画
の
実
施
は
必
須
課
題
で
は

あ
る
が
、
将
来
を
見
据
え
た
現
実
路

線
と
し
て
、
そ
の
時
々
の
町
長
や
議

会
が
、
優
先
順
位
を
考
え
て
行
財
政

運
営
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
と
い
う
苦
渋
の
選
択
が

あ
っ
た
も
の
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、

今
後
も
時
々
刻
々
と
変
化
す
る
社
会

情
勢
の
中
で
、
そ
の
と
き
そ
の
場
の

判
断
は
、
町
長
や
我
々
議
会
が
適
時

適
切
な
判
断
を
し
、「
主
役
は
住
民
」

の
も
と
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
る
。
今
後
も
健
全
財
政
の

維
持
に
一
層
努
力
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
す
る
。

る
よ
う
、
請
負
業
者
に
強
く
指
導
す

べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
次
に
、
工
事
施
工
個
所
の
選
定
に

つ
い
て
は
、
海
・
山
・
里
と
バ
ラ
ン

ス
よ
く
計
画
を
策
定
し
た
上
で
、
未

整
備
地
区
へ
の
優
先
を
強
く
希
望
す

る
。
ま
た
、
生
活
に
密
着
し
た
工
事

を
多
く
発
注
す
る
こ
と
も
望
む
。

　
最
後
に
、
国
・
県
補
助
事
業
の
採

択
は
、
地
方
自
治
体
に
権
限
は
な
い

こ
と
は
理
解
し
て
い
る
が
、
補
助
事

業
の
採
択
方
法
を
地
方
自
治
体
に
権

限
移
譲
で
き
る
よ
う
な
制
度
に
な
れ

ば
よ
い
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
こ
と

を
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。
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歳　出
154億4,800万円
（前年度比13.7％増）

（目的別）

民生費
36億9,308万6千円
（23.9％）

総務費
26億9,512万6千円
（17.4％）

教育費
13億5,040万3千円
（8.7％）

総務費
26億9,512万6千円
（17.4％）

衛生費
13億8,182万円
（8.9％）

教育費
13億5,040万3千円
（8.7％）

農林水産業費
11億6,729万6千円
（7.6％）

消防費
16億3,896万2千円
（10.6％）

土木費
5億6,058万5千円
（3.6％）

商工費
2億7,285万7千円
（1.8％）

その他
1億5,795万5千円（1.0％）

公債費
25億2,991万円
（16.4％）

歳　入
154億4,800万円
（前年度比13.7％増）

地方交付税
74億9,225万4千円
（48.5％）

町債
24億9,390万円
（16.1％）

国・県支出金
17億7,072万3千円
（11.5％）

 町税
17億3,487万6千円
（11.2％）

国・県支出金
17億7,072万3千円
（11.5％）

 町税
17億3,487万6千円
（11.2％）

繰入金
5億8,504万9千円
（3.8％）

分担金及び負担金
2億5,112万2千円
（1.6％）

地方消費税交付金
1億8,900万円
（1.2％）

繰越金
3億円
（1.9％）

諸収入
2億3,452万5千円
（1.5％）

使用料及び手数料
1億8,321万円
（1.2％）

地方譲与税
1億2,460万円
（0.8％）

その他
8,874万1千円
（0.6％）

平成２６年度の当初予算の概要についてお知らせします

　平成26年度は、「安全安心なまちづくり」に重点を置くとともに、平成28年度以降の
合併特例措置の縮減・終了を見据え引き続き徹底した行財政改革を実施しながら、限
られた財源を効果的に活用し最大の行政効果を得るという基本的な考え方のもと予算
編成を行いました。

その他の内訳

利子割交付金 590万円

配当割交付金 560万円

株式等譲渡所得割
交付金

88万円

自動車取得税交付金 1,480万円

地方特例交付金 360万円

交通安全対策特別
交付金

290万円

財産収入 3,006万1千円

寄附金 2,500万円

その他の内訳

議会費 9,261万7千円

災害復旧費 994万7千円

諸支出金 3,539万1千円

予備費 2,000万円

1　平成２６年度一般会計当初予算

（2）歳出の内訳

（1）歳入の内訳

町からのお知らせ
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歳　出
134億4,800万円
（性質別）

人件費
30億9,288万4千円
（20.0％）

物件費
26億1,540万6千円
（16.9％）

繰出金
16億2,102万3千円
（10.5％） 普通建設事業費

26億6,314万5千円
（17.2％）

繰出金
16億2,102万3千円
（10.5％）

扶助費
12億3,746万1千円
（8.0％）

普通建設事業費
26億6,314万5千円
（17.2％）

補助費等
15億561万2千円
（9.7％）

その他
1億8,255万9千円
（1.2％）

公債費
25億2,991万円
（16.4％）

その他の内訳

維持補修費 8,664万7千円

積立金 3,521万5千円

投資及び出資金 1,050万円

貸付金 2,025万円

災害復旧事業費 994万7千円

予備費 2,000万円

3　企業会計当初予算
（１）上水道事業会計
歳入

予　算　額
前年度予算に
対する増減

水道事業収益 5億6,420万円 5,070万円の増

資本的収入 8,254万4千円 1,382万7千円の増

計 6億4,674万4千円 6,452万7千円の増

（２）病院事業会計
歳入

予　算　額
前年度予算に
対する増減

病院事業収益 6億6,950万円 4,950万円の増

資本的収入 275万円 275万円の増

計 6億7,225万円 5,225万円の増

2　特別会計当初予算
会　計　名 予　算　額 前年度予算に対する増減

国民健康保険特別会計 ３８億１,６００万円 ３,５００万円の増

後期高齢者医療特別会計 ２億８,３１０万円 １,０２０万円の増

介護保険特別会計 ３０億８,８００万円 １億１,８００万円の増

簡易水道特別会計 ２億６,３８０万円 ２,１４０万円の増

小規模下水道特別会計 １億４,２００万円 １,０７０万円の減

浄化槽整備事業特別会計 １億６,５００万円 ３００万円の増

温泉事業等特別会計 ７,４１０万円 ３０万円の減

旅客船特別会計 ２,５７０万円 １,０７０万円の増

歳出

予　算　額
前年度予算に
対する増減

水道事業費用 5億6,420万円 5,070万円の増

資本的支出 2億9,042万7千円 387万2千円の増

計 8億5,462万7千円 5,457万2千円の増

注）資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額2億788万3千円は、当年度分消費税及び地方消費税
資本的収支調整額670万1千円及び当年度分損益勘定留保資金1億9,918万2千円及び減債積立金200万
円で補填します。

歳出

予　算　額
前年度予算に
対する増減

病院事業費用 6億6,950万円 4,950万円の増

資本的支出 3,159万円 1,119万3千円の増

計 7億109万円 6,069万3千円の増

注）資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額2,884万円は、過年度分損益勘定留保資金2,884万円
で補填します。
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詳しくは、社会福祉協議会
本所（℡70－1251）までお
問い合わせください。

　無料で弁護士と民生児童

委員が相談をお受けしま

す。※1回の相談人数は8人

までで事前予約が必要で

す。定員に達した場合は受

付を終了します。

　５月１３日（火）14時～16時

　御荘老人福祉センター

福祉法律相談

　無料で民生児童委員２名

が日常生活でかかえる心配

ごとの相談をお受けします。

　５月１０日（土）・２８日（水）

　14時～16時

　御荘老人福祉センター

心配ごと相談所

愛
南
町
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

■
保
健
福
祉
課
か
ら

６
月
１
日
〜
７
日
は
水
道
週
間
で
す

■
水
道
課
か
ら

城辺浄水場

委
員
を
公
募
し
ま
す

■
町
民
課
か
ら

　
愛
南
町
で
毎
年
作
成
し
て
い
る

「
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
」
に
は
、
特
定

健
診
や
が
ん
検
診
、
乳
幼
児
健
診
や

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
な
ど
の
健
康
に

関
す
る
事
業
の
日
程
の
ほ
か
、
健
康

情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
各
家
庭
に
は
４
月
に
お
配
り
し
て

い
ま
す
が
、
城
辺
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
各
支
所
窓
口
で
も
配
付
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

　
保
健
福
祉
課
　
℡
７
２
―

１
２
１
２

「
お
い
し
い
な
　
だ
い
じ
な
お
水

 

ご
く
ご
く
り
」

　
水
道
は
、
健
康
で
文
化
的
な
国
民

生
活
や
様
々
な
社
会
経
済
活
動
を
支

え
て
い
ま
す
。
住
民
の
皆
様
の
水
道

水
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
水
道
事

業
の
発
展
に
資
す
る
た
め
「
水
道
週

間
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
愛
南
町
で
は
、
水
道
週
間
に
合
わ

せ
て
浄
水
場
見
学
会
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
毎
日
飲
ん
で
い
る
水
道
水
が

ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
か
、
見

学
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
６
月
２
日（
月
）〜
６
日（
金
） 

　
　
　
10
時
〜
15
時

場
所
　
城
辺
浄
水
場

問
合
せ

　

　
水
道
課 

℡
７
２
―

０
８
３
５

　
城
辺
浄
水
場 

℡
７
２
―

０
２
１
２

　
次
の
と
お
り
「
愛
南
町
国
民
健
康

保
険
運
営
協
議
会
」
の
委
員
を
公
募

し
ま
す
。
申
込
方
法
等
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、

委
員
の
名
称

愛
南
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員

職
務
の
内
容

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
全
般
等
、
そ
の
運
営
状

況
に
関
す
る
協
議

報
酬
等
の
条
件

日
額
７
，０
０
０
円（
交
通
費
支
給
あ
り
）

公
募
人
数

３
名（
委
員
定
数
９
名
）

任
期

平
成
26
年
６
月
１
日
〜
平
成
28
年
５
月
31
日

応
募
資
格

町
内
在
住
で
、20
歳
以
上
の
方（
国
保
の
被
保
険
者
）

募
集
期
間

５
月
７
日（
水
）〜
20
日（
火
）

申
込
み
・
問
合
せ 

　
町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０

ほ
か
の
委
員
会
等
の
委
員
を
２
以
上

兼
務
し
て
い
る
方
は
、
応
募
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
町
民
課
か
ら

愛
南
町
合
併
10
周
年

記
念
事
業
の
ア
イ
デ
ア
を

募
集
し
ま
す

■
企
画
財
政
課
か
ら

問
合
せ

　
町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０

乳
幼
児
医
療
費

児
童
医
療
費

助
成
対
象
者

０
歳
〜
６
歳（
小
学
校
就
学
前
）の
子
ど
も
の
保
護
者

６
歳
〜
15
歳
（
小
学
校
１
年
生
〜
中
学
校
３
年

生
）の
子
ど
も
の
保
護
者

内
容

子
ど
も（
小
学
校
就
学
前
）の
通
院
及
び
入
院
の
健
康

保
険
適
用
の
一
部
負
担
金
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

子
ど
も（
小
１
〜
中
３
）の
入
院
の
健
康
保
険
適
用

の
一
部
負
担
金
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

受
給
資
格
登

録
申
請
に
必

要
な
も
の

健
康
保
険
証
、
印
鑑

※
登
録
後
、「
乳
幼
児
医
療
費
受
給
資
格
証
」（
水
色
）

を
交
付
し
ま
す
。

受
給
資
格
証
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
登
録
申
請

も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

病
院
に
か
か

る
と
き

【
県
内
受
診
の
場
合
】

医
療
機
関
窓
口
に
健
康
保
険
証
と
乳
幼
児
医
療
費

受
給
資
格
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

【
県
外
受
診
の
場
合
】

県
外
医
療
機
関
で
は
、
い
っ
た
ん
窓
口
で
医
療
費

を
支
払
い
、
後
日
役
場
の
担
当
窓
口
で
償
還
払
い

の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

入
院
費
は
通
常
ど
お
り
医
療
機
関
に
支
払
い
、

後
日
役
場
の
担
当
窓
口
で
償
還
払
い
の
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

医
療
機
関
窓
口
で
支
払
い
さ
れ
た
入
院
費
の
健

康
保
険
適
用
の
一
部
負
担
金
の
う
ち
高
額
療
養

費
や
附
加
給
付
金
、
ス
ポ
ー
ツ
保
険
給
付
金
等

を
除
い
た
額
を
申
請
に
よ
り
助
成
し
ま
す
。

償
還
払
い
の
申
請
期
限
は
、
診
療
の
翌
月
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
す
。

健
康
保
険
適
用
外
の
費
用
、
入
院
中
の
食
事
代
は
除
き
ま
す
。

償
還
払
い
の

申
請
に
必
要

な
も
の

①
必
要
事
項
が
記
載
さ
れ
た
医
療
機
関
の
領
収
書

②
印
鑑

③
希
望
振
込
先
の
通
帳
の
写
し

④
健
康
保
険
証

⑤
乳
幼
児
医
療
費
受
給
資
格
証

①
必
要
事
項
が
記
載
さ
れ
た
医
療
機
関
の
領
収
書

②
印
鑑

③
希
望
振
込
先
の
通
帳
の
写
し

④
健
康
保
険
証

⑤
そ
の
他 

限
度
額
適
用
認
定
証
、
高
額
療
養

費
、
附
加
給
付
金
や
ス
ポ
ー
ツ
保
険
給
付
金
等

の
通
知
書
等

届
出
が
必
要

な
と
き

・
加
入
保
険
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き

・
住
所
や
氏
名
が
か
わ
っ
た
と
き

・
転
出
す
る
と
き
な
ど

・
償
還
払
い
申
請
後
に
保
険
者
等
か
ら
給
付
金

の
通
知
が
あ
っ
た
場
合
は
速
や
か
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
愛
南
町
は
、
平
成
16
年

10
月
１
日
に
合
併
し
て
今

年
で
10
周
年
を
迎
え
ま

す
。

　
こ
の
記
念
す
べ
き
10
周
年
に
当
た

り
、
愛
南
町
を
盛
り
上
げ
る
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
ま

す
。

　
10
年
の
節
目
を
迎
え
、
愛
南
町
が

さ
ら
に
活
発
に
な
る
よ
う
、
こ
の
10

周
年
を
み
ん
な
で
お
祝
い
し
、
盛
り

上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

※
ア
イ
デ
ア
は
企
画
財
政
課
又
は
各

支
所
で
受
け
付
け
ま
す
が
、
お
申
し

込
み
い
た
だ
い
た
ア
イ
デ
ア
が
採
用

さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

合
併
記
念
事
業
実
施
予
定
日
　

　
10
月
12
日（
日
）

募
集
締
切
日
　
６
月
30
日（
月
）

問
合
せ

　

　
企
画
財
政
課 

℡
７
２
―

７
３
１
７
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「
愛
南
び
や
び
や
祭
り
２
０
１
４
」
を
開
催
し
ま
す

■
商
工
観
光
課
か
ら

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会 

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

■
生
涯
学
習
課
か
ら

　
愛
南
町
特
産
品
を
県
内
外
に
広
く

Ｒ
Ｒ
す
る
物
産
販
売
イ
ベ
ン
ト
と
し

て「
愛
南
び
や
び
や
祭
り
２
０
１
４
」

を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
、
四
国
一

の
水
揚
を
誇
る
カ
ツ
オ
が
特
価
で
即

売
さ
れ
る
ほ
か
、
海
鮮
丼
、
ヒ
オ
ウ

ギ
貝
の
浜
焼
き
、
じ
ゃ
こ
天
な
ど
の

海
の
味
覚
に
加
え
、
生
産
量
日
本
一

を
誇
る
愛
南
ゴ
ー
ル
ド（
河
内
晩
柑
）

や
新
鮮
野
菜
な
ど
、
山
の
味
覚
も
多

数
販
売
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
「
ら
く

さ
ぶ
ろ
う
一
座
に
よ
る
愛
南
町
大
喜

利
」、ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー

や
餅
ま
き
な
ど
、
お
楽
し
み
イ
ベ
ン

ト
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
多
数
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
５
月
25
日（
日
） 

　
　
　
９
時
30
分
〜
15
時

　
　
　（
雨
天
決
行
）

※
荒
天
の
場
合
は
中
止
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

場
所
　
南
レ
ク
ロ
ッ
ジ
前

　
　
　（
ホ
テ
ル
サ
ン
パ
ー
ル
横
）

問
合
せ

　
愛
南
び
や
び
や
祭
り

　
実
行
委
員
会
事
務
局

　（
商
工
観
光
課
内
）

℡
７
２
―

７
３
１
５

　「
愛
南
町
い
や
し
の
郷
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
大
会
」
が
開
催
さ
れ

る
６
月
７
日
（
土
）
の
午
後
、
次

の
と
お
り
交
通
規
制
が
か
か
り

ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
車
両
全
面
通
行
止
め
】 

①
県
道
34
号
（
平
城
高
茂
岬
線
）

〜
町
道
越
田
船
越
山
線
〜
町
道

久
良
船
越
線

※
コ
ー
ス
図
の
赤
区
間

②
船
越
、
久
家
地
区
の
町
道

※
コ
ー
ス
図
の
黄
区
間

【
車
両
片
側
交
互
通
行
】

③
県
道
34
号（
鹿
島
渡
し
バ
ス
停

付
近
）

※
コ
ー
ス
図
の
緑
区
間

規
制
時
間 

①
13
時
〜
16
時
30
分

②
13
時
50
分
〜
17
時
20
分

③
13
時
50
分
〜
17
時
20
分

※
詳
し
く
は
、大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（h
ttp
://a
in
a
n
tria
th
lo
n
.jp
/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
愛
南
町
い
や
し
の
郷

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
実
行
委

員
会
事
務 

℡
７
３
―

１
１
１
２
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平
成
26
年
４
月
か
ら

　
年
金
の
受
取
な
ど
の
仕
組
み
が
一
部
変
わ
り
ま
し
た

■
町
民
課
か
ら

人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し
ま
す

■
町
民
課
か
ら

子
の
あ
る
夫
に
も
遺
族
基
礎
年
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

　
こ
れ
ま
で
は
、
夫
が
亡
く
な
っ

た
場
合
に
「
子
の
あ
る
妻
」
又
は

「
子
」
に
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
改
正
後
は
子
の

あ
る
夫
に
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
平
成
26
年
４
月
以
降
に
死
亡
し
た

方
の
遺
族
年
金
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

※
対
象
と
な
る「
子
」と
は
次
の
方
で

す
。

・
18
歳
到
達
年
度
の
末
日
（
３
月
31

日
）を
経
過
し
て
い
な
い
子

・
20
歳
未
満
で
障
害
年
金
の
障
害
等

級
１
級
又
は
２
級
の
子

未
支
給
年
金
を
受
け
取
れ
る
遺
族
の

範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
す

　
こ
れ
ま
で
は
、
未
支
給
年
金(

亡

く
な
っ
た
方
が
受
け
取
れ
る
は
ず
で

あ
っ
た
未
払
い
の
年
金)

を
受
け
取

れ
る
遺
族
の
範
囲
は
、
亡
く
な
っ
た

方
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
「
配

偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
又

は
兄
弟
姉
妹
」
で
し
た
。
改
正
後

は
、「
３
親
等
内
の
親
族
（
甥
・
姪
、

お
じ
・
お
ば
、
子
の
配
偶
者
な
ど
）」

ま
で
拡
大
さ
れ
ま
す
。

※
平
成
26
年
４
月
以
降
に
死
亡
し
た
方

の
未
支
給
年
金
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

ほ
か
に
も
仕
組
み
が
一
部
変
わ
り
ま
す

・
国
民
年
金
の
任
意
加
入
未
納
期
間

が
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

・
繰
下
げ
請
求
が
遅
れ
た
場
合
で
も

遡
っ
て
年
金
を
受
け
取
れ
ま
す
。

・
障
害
年
金
の
額
改
定
請
求
が
１
年

を
待
た
ず
に
請
求
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

・
遡
っ
て
障
害
者
特
例
に
よ
る
支
給

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

・
年
金
受
給
者
が
所
在
不
明
と
な
っ

た
場
合
に
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ

　
宇
和
島
年
金
事
務
所

　
お
客
様
相
談
室

　
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
５
６
９

　
町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０

  

税
務
課
等
か
ら

５
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

軽

自

動

車

税

全期

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

　
町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず

督
促
状
に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま

す
。
町
税
を
滞
納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め

る
べ
き
税
額
の
ほ
か
に
延
滞
金
が
か
か
り
ま

す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐

車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末

に
振
替
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の

振
替
日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌

月
の
10
日
で
す
。

※
該
当
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
日
と
な
り
ま

す
。

今
月
の
社
会
保
険
・

　
年
金
一
日
相
談
（
予
約
制
）

 

○
５
月
16
日（
金
）

　 

10
時
〜
15
時
30
分

　 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

問
合
せ

　
宇
和
島
年
金
事
務
所

　
お
客
様
相
談
室

　
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
５
６
９

電
話
受
付
対
応
時
間

　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
４
月
１
日
付
け
で
、
藤
田
英ひ

で

子こ

氏

（
緑
甲
）
が
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
擁
護
委

員
法
に
基
づ
き
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
、
私
た
ち
の
町
の
相
談
パ
ー

ト
ナ
ー
で
す
。
暮
ら
し
の
中
で
の
悩

み
や
心
配
事
が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お

近
く
の
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
そ
の
ほ
か
の
人
権
擁
護
委
員
は
次

の
方
々
で
す
。

　
小
島
正ま
さ

俊と
し 

氏
（
柏
）

　
時
岡
ト
ヨ
ミ 

氏
（
御
荘
菊
川
）

　
山
口
和か

ず

子こ 

氏
（
御
荘
平
城
）

　
金
子
敦あ

つ

子こ 

氏
（
緑
　
　
甲
）

　
德
岡  

朗
あ
き
ら 

氏
（
上

大

道
）

　
吉
田
修し

ゅ
う
じ次 

氏
（
中
　
　
泊
）

問
合
せ

　

　
町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０
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町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

■
財
産
管
理
課
か
ら

住
宅
用
燃
料
電
池
・
蓄
電

池
シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助

金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

■
環
境
衛
生
課
か
ら

住宅名称及び所在地 構造 間取り 月額家賃 駐車場
地デジ
受信

公
　
営
　
住
　
宅

三島団地2号棟（2階1号室）  
城辺乙669番地  

RC造3階建
（築40年）

3DK
53.7㎡

8,200円～
12,200円 有 ◯

三島団地5号棟（3階3号室）
城辺乙669番地 

RC造4階建
（築37年）

3DK
62.1㎡

9,900円～
14,800円 有 ◯

猪ノ尻西団地A-1棟（3階1号室）
御荘平城2404番地

RC造3階建
（築37年）

3DK
53.7㎡

10,800円～
16,200円 有 ◯

永ノ岡団地A-1棟（1階1号室） 
御荘平城3117番地2

RC造3階建
（築34年）

3DK
59.2㎡

11,600円～
17,300円 有 ◯

東猪ノ尻団地南棟（2階6号室）
御荘平城2490番地3

RC造3階建
（築18年）

3LDK
77.2㎡

22,300円～
33,300円 有 ◯

中浦団地
中浦1677番地1

RC造3階建
（築36年）

3DK
56.3㎡

9,100円～
13,600円 有 ◯

吉良ノ岡団地2号棟（5号室） 
柏1379番地1

木造2階建
（築25年）

3DK
66.2㎡

11,900円～
17,800円 有 ※

船越東第2団地（3階1号室） 
船越469番地

RC造3階建
（築27年）

3DK
64.1㎡

14,000円～
20,800円 有 ※

特
定
公
共

賃
貸
住
宅

猿田団地（1階1号室）
城辺甲3851番地1

RC造3階建
（築20年）

3DK
76.46㎡ 53,000円 有 ◯

※テレビ難視聴地域ですので、ケーブルテレビ等への加入が必要です。

　
現
在
、
空
室
と
な
っ
て
い
る
公
営

住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

公
募
住
宅
の
概
要（
左
表
の
と
お
り
）

・
単
身
者
で
も
申
込
み
で
き
る
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、
世
帯
を
有
し
て
い

る
方
を
優
先
し
ま
す
。

・
入
居
に
は
連
帯
保
証
人
が
２
名
必

要
で
す
。
ま
た
、
敷
金
は
月
額
家
賃

の
３
か
月
分
、
共
益
費
は
別
途
必
要

で
す
。
な
お
、
入
居
ま
で
多
少
時
間

の
か
か
る
住
宅
も
あ
り
ま
す
。

申
込
受
付
期
間

　
５
月
13
日（
火
）〜
21
日（
水
）

入
居
者
資
格
（
次
の
条
件
を
す
べ
て

満
た
し
て
い
る
方
）

①
住
宅
に
お
困
り
の
方
で
町
内
に
居

住
を
希
望
す
る
方

※
持
ち
家
の
あ
る
方
は
原
則
と
し
て

申
込
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
特
別

な
事
情
の
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
公
営
住
宅
に
住
ん
で

い
る
方
は
公
営
住
宅
へ
の
入
居
資
格

は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

③
暴
力
団
員
で
な
い
方

※
こ
こ
で
い
う
暴
力
団
員
と
は「
暴
力

団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等

に
関
す
る
法
律
」第
２
条
第
６
号
に
規

定
す
る
暴
力
団
員
を
い
い
ま
す
。

④
収
入
基
準（
月
額
所
得
）

公
営
住
宅
　
15
万
８
千
円
以
下
の
方

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

　
15
万
８
千
円
以
上

　
　
　
　
〜
60
万
１
千
円
以
下
の
方

申
込
み
　
団
地
（
住
宅
）ご
と
で
の
申

込
み
と
な
り
、
財
産
管
理
課
又
は
各

支
所
で
入
居
の
申
込
手
続
き
が
行
え

ま
す
。

問
合
せ

　
財
産
管
理
課 

℡
７
２
―

７
３
１
０

　
愛
南
町
で

は
、
住
宅
用

燃
料
電
池
・

蓄
電
池
シ
ス

テ
ム
設
置
費

補
助
金
を
交

付
し
て
い
ま

す
。

対
象
者

・
町
内
の
住

宅
に
自
ら
居

住
す
る
方

・
町
内
の
発
電
シ
ス
テ
ム
付
き
住
宅

を
購
入
す
る
方

補
助
金
額

　
１
基
当
た
り
10
万
円

申
請
方
法

　
工
事
の
着
手
前
に
、
補
助
金
交
付

申
請
書
と
必
要
書
類
を
添
え
、
環
境

衛
生
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
愛
南
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
環
境
衛
生
課 

℡
７
２
―

７
３
１
６
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愛
南
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
「
柑
橘
収
穫
体
験
」
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

■
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
方
法
が
変
わ
り
ま
す

■
税
務
課
か
ら

「
特
定
計
量
器（
は
か
り
）」
定
期
検
査
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
商
工
観
光
課
か
ら

　
ご
家
族
・
ご
友
人
な
ど

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
５
月
17
日（
土
）

　
　   

10
時
〜（
雨
天
中
止
）

場
所
　
愛
南
町
緑
乙

定
員
　
10
名（
先
着
順
）

参
加
費
　
１
人
　

　
　
　
　
１
，０
０
０
円

　  

（
持
ち
帰
り
は
別
途
）

申
込
締
切
　
５
月
14
日（
水
）

申
込
み
・
問
合
せ 

　
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
７
２
―

７
３
１
１

　
平
成
26
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税

率
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
本
誌
３
月

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
今

回
、
国
の
国
民
健
康
保
険
に
係
る
税

制
改
正
に
よ
り
、
新
た
に
、
賦
課
限

度
額
の
引
き
上
げ
と
軽
減
措
置
の
対

象
範
囲
の
拡
大
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
賦
課
限
度
額
の
後

期
高
齢
者
支
援
金
分
を
14
万
円
か
ら

16
万
円
に
、
介
護
保
険
分
を
12
万
円

か
ら
14
万
円
に
引
き
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
低
所
得
者
の
負
担
軽
減
の
た

め
、
国
民
健
康
保
険
税
の
５
割
軽
減

及
び
２
割
軽
減
の
対
象
と
な
る
世
帯

の
軽
減
判
定
所
得
の
引
き
上
げ
等
を

行
い
ま
す
。

◆
保
険
税
の
賦
課
限
度
額
の
引
上
げ

　

医
療
分

支
援
金
分

介
護
分

現
　
在

51
万
円

14
万
円

12
万
円

改
正
後

51
万
円

16
万
円（
２
万
円
増
）

14
万
円（
２
万
円
増
）

◆
低
所
得
者
に
係
る
保
険
税
軽
減
の
拡
充

５
割
軽
減

基
準
と
な
る
所
得
金
額

現
　
在

世
帯
主
と
加
入
者
の
合
計
所
得
が
33
万
円
＋（
24
万
５
千
円
×
世

帯
主
以
外
の
加
入
者
数
）以
下

改
正
後

世
帯
主
と
加
入
者
の
合
計
所
得
が
33
万
円
＋（
24
万
５
千
円
×
加

入
者
数
）以
下

例
）夫
婦
２
人
、
子
ど
も
１
人
で
夫
の
給
与
収
入
の
み
の
場
合（
３
人
世
帯
） 

　  

収
入
約
１
４
７
万
円
以
下
を
収
入
約
１
７
８
万
円
以
下
に
拡
充

２
割
軽
減

基
準
と
な
る
所
得
金
額

現
　
在

世
帯
主
と
加
入
者
の
合
計
所
得
が
33
万
円
＋（
35
万
円
×
加
入
者
数
）以
下

改
正
後

世
帯
主
と
加
入
者
の
合
計
所
得
が
33
万
円
＋（
45
万
円
×
加
入
者
数
）以
下

例
）夫
婦
２
人
、
子
ど
も
１
人
で
夫
の
給
与
収
入
の
み
の
場
合（
３
人
世
帯
） 

　  

収
入
約
２
２
３
万
円
以
下
を
収
入
約
２
６
６
万
円
以
下
に
拡
充

問
合
せ

　
税
務
課 

℡
７
２
―

７
３
０
１

　
取
引
又
は
証
明
に
「
は
か
り
」
を

使
用
さ
れ
て
い
る
方
は
、
２
年
に
１

度
の
定
期
検
査
が
計
量
法
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
合
格
シ
ー
ル
の

な
い
「
は
か
り
」
は
原
則
と
し
て
使

用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
次
の
い
ず
れ

か
の
場
所
で
必
ず
受
検
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
等
家

庭
内
で
使
用
し
て
い
る
「
は
か
り
」

は
、
検
査
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
手
数
料
等
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

　
商
工
観
光
課 

℡
７
２
―

７
３
１
５

　
愛
媛
県
計
量
検
定
所

　
℡
０
８
９
―

９
４
７
―

４
０
０
１

日
　
時

場
　
所

６
月
９
日（
月
）
11
時
〜
14
時

内
海
支
所

６
月
10
日（
火
）
９
時
〜
12
時

西
海
町
民
会
館

６
月
11
日（
水
）
９
時
〜
12
時

一
本
松
支
所

６
月
12
日（
木
）
９
時
〜
16
時
30
分

城
辺
社
会
福
祉
会
館

６
月
13
日（
金
）
９
時
〜
14
時

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー


